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三 朝 温 泉 の リンの分 布 につ い て
岡 山 大 学 組 長 研 究 所 温 泉 化 学
梅 本
耗 盲
本邦に於ても地下水並びに土壌中に含まれ
る諸筏の元素の含量についての化学探鉱的な
意味の研究が行われて来ている11.その中.)
I/についても各地に於ける分布状収が調杏さ
れている2). その一環として三朝温泉並びに
その附近の地下水,温泉水及び土壌中に含ま
れる7)ンの含量を調査した･調査した地域は
地図の通E)であり,花尚岩地帯で,土壌は一
般に花嵐岩の風化土である.
実 最 方 法
昭和二十六年十一月二,三日次の様な方法
によって行った.
試水が水の場合は壬見地に於て,試水10ccを
第
春 次
試験管中に入れ,10%モl)ブヂン酸アンモ-/
1容と1･'1硫酸3容の割合の溶液 1滴と0.05
モル錫を含有する塩化第一錫の塩酸酸性(I.5
規定)溶液 1滴を加えて その色調によ9年定
量を行った.
土壌の場合は人畜,植物等の影響を受ける
事が少いと思える場所を駅んで托集し,実験
室に持ち帰って処理した･即 ち土 壌 3gを
15ccの水にけん濁させ,一時間放置后更に振
って遠心分離器にて3000廻転,t7分間分離を
行い,上澄液10ccについて水の場合と同様に
して牛定量を行った.その結果は地図並びに
第1表,第9_表の通りである.
1 表
ン7)含量l 摘 要
抵原三郎氏宅井戸 深さ4m
仝上北側出水
出水
青砥氏宅井戸 深さ6m
稔原巽蔵氏宅井戸 深さ4m
.出水
粒原和造氏宅井戸 深さ5m
小学校井戸 深さ3m
芸誇L,-,今量! 摘 要
三滞在 温泉水
仝上 井戸 深さ3m
武田旗館温泉水
大橋旗館水温倣泉
白根湯傍の湧水
ヒスイの湯温泉水
山田共同揚泣泉水
厚生寮井戸 深さ4m
梅 本 春 永
芸紬 ン含量! 摘 芸針,-,含量Z摘 要
厚生寮 温泉水
出水
出水
大丸豊政氏宅井戸 深さ3m
梶川氏宅井戸 深さ3m
三朝橋南側井戸 探さ2m
永聖庵別館井戸
研究所分蓋う温泉水
仝上 水道瀬泉
木屋別館温泉水
中湯湿泉水
藤井暇一氏宅北側井戸深さ(
米原氏宅東側井戸 探さ3m
道路端井戸 深さ0.,1m
称揚温泉水
教会井戸
岸田育一氏宅東側 出水
安達醇氏宅 出水
井戸 (山の下にて出水の滑れるものと思う)
井戸 (仝 上)
井戸 (仝 上)
岸田幹夫氏宅南 出水
谷合 ′水
研究所水道源泉
第 2 表
壷警乳竺 竺 土塊探境場 所
結 語
結果に対する考察は何れ他の研究と綜合し
て発表され る予定であるが,この場合につい
て述べれば温泉水,温泉地附近の地下水及び
0.6 土壌中の リンの含量は附近の地域QZ:比して多
0･6 いと思える.
本研究に関し御指導御糎髄を賜った東京人
).5 学教授木村健二郎博士に深甚の謝意を表する
次第である･
三朝塩点の 1)yの分布について
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